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1.  

1.1 調査研究 背 目的 

  2020 東京 ン ッ ン ッ 前 ン ッ

ン ッ 予定 い 大会開催期間中 観客等 交通 混雑 予想 中 車

等 利用 交通制約者や歩行者 移動支援 ン ッ ン ッ 係

重要 要素 い  

  交通制約者等 移動支援 超高齢化社会 迎え 国 今後検討 いく

重要 社会課題 い  

  交通制約者等 移動支援 係 先進的 組 い 東京 ン ッ ン ッ

開催後 場臨海都 い 活用

地方都 等 及 いく 期待 い  

  踏 え 利便性 経済合理性 兼 備え 交通制約者等 安全 安心 滑

移動支援 実現 技術開 方策 関 基 設計 行う  

 

1.2 度調査研究 置 け 

基 設計 26 度 ヵ 行わ 計画 信号 状態 音声

知 歩行横断時 青時間 延長 歩行者 高齢者 視覚 害者 安全 支

援 交通事故 防 歩行者等支援情報通信 ＰＩ :Pedestrian 

Information and Communication Systems 高度化 向け 基 設計及び機能確 実験 行い

後 実証 備え  

27 度 前 度 対策案 実現性 検討 対象 絞 込 行う 次

度 降 実用化評価 実施 向け 細化 行う  

 

26 度 実施済  27 度 28 度～ 30 度 

 

 

 

 

 

交通制約者等 移動支援

現状調査 国 海外  

現状調査結果 析 

対策案 作  

 

 

 

 

 

交通制約者等 移動支援

対 課題

細調査 

対策案 対 実現性 検討 

対策案 絞 込 細化 

様化検討提案書 作  

 

 

 

 

 

検査 ュ 作  

実証実験実施 

様化検討提案書 見直  

ン 規格書 作  

概説書 作  

 

 1.2-1 交通制約者等 移動支援 基 設計 実証全体計画 

 

交通制約者等 移動支援

開 向け

基 設計 係 調査研究 

交通制約者等 移動支援

開 向け

基 設計 係 検討 

交通制約者等 移動支援

開 向け

実用化評価 実施 
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1.3 調査研究 方法 

1.3.1 調査研究体制 

  般社団法人 協会 高度情報通信技術 活用 新交通管理

:Universal Traffic Management Systems 関 調査 研究 び開 道路交通

ン ン 化 推進 関 国 外 け 標準化 推進

関 事業 展 道路交通 安全 滑 確保

び道路交通 環境 調和 公共 福祉 増進 寄 目的 い  

  当協会 研究開 委員会 作業部会 い 開 研究 実証実験 行

い 現在整備 運用 い 信号 状態 音声 知 歩行横断時 青時間

延長 交通事故 防 ＰＩ 歩行者 特 高齢者 視

覚 害者 安全 支援 目的 歩行者等安全支援作業部会 歩行者等支援情

報通信 作業部会 開 あ  

  調査研究 い 高齢者等歩行者保護 目的 調査 研究 び開 組

い 高齢者等歩行者保護 関 検討作業部会 い 行う  

報告書 う 交通安全施設 整備方針等 い 般社団法人 協会

見解 記載 あ  
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1.3.2 調査研究概要 

信号 状態 音声 知 歩行横断時 青時間 延長 交通制約者 安全

支援 交通事故 防 ＰＩ 高度化 向け 基 設計 行い

後 実証 備え 27 度 調査研究概要 表 1.3.2-1 示  

 

表 1.3.2-1 27 度 調査研究概要 

 

実施項目 概 要 

 交通制約者等 移動支援

関 課題 細調査 

26 度 調査研究結果 け交通制約者等 移動支

援 関 細調査 行う 

  現状調査 

 現状 調査 

 歩行者現示 関 調査 

関係団体や都道府県警 協力 得 交通制約者等

移動支援サ 対 細調査 行う  

国 外 入 対 調査 

課題整理 現状 対 課題 整理  

 対策案 対 実現性 検討 項 調査結果 元 前 度対策案 改善 び新

対策案 検討 行い 実現性 検討 行う  

 

 

 対策案 検討 対策案 改善や新 対策案検討 行う  

交差点 渡 時間 確保 新

機能 

利用者や周辺 対 情報提供 行う 新 機能 

 実現性及び必要性 検討 対策案 整理 行い 実現性及び必要性 検討 行う  

 対策案 絞 込 細化  

  対策案 絞 込  項 検討 実現性 必要性 元 対策案 絞 込

 

 対策案 細化 絞 込 対策案 細化 行う  

 様化提案書 作  対策案 中 実現方式 明確 装置 い 様

化提案書 作 行う 

 調査 利用者側 歩行者 交通制約者等 視点 調査

行う  

関係団体 ン ン 調査 

 新 実現 向け 課題整理 対策案 実現 課題整理 行う  
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1.3.3 調査研究 ュ  

調査 ュ  1.3.3-1 示 回 全体会合 行い 研究

容 検討 ュ 行い 実施  

 

 9  10  11  12  1  2  3  

現状 課題 細調査 

 

 

対策案絞 込  

 

 

 

 

検討 

 

 

 

 

実現 向け  
課題整理 

 

       

全体会合 ▲ 

9/8 

▲ 

10/22 

▲ 

11/16 

 ▲ 

12/21 

 ▲ 

1/19 

 ▲ 

2/15 

▲ 

3/7 

 

 1.3.3-1 調査研究 ュ  

 

 

対策案 細化 

様化検討提案書作  

対策案絞込 

実現性及び必要性 検討 

調査 

実現 向け 課題整理 
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「.  歩行者保護 対 施策 い  

「.1  現状 施策 い  

「.1.1  施策 種類 

現在 横断歩道 歩行者を保護 施策 主 以 あ  

。1)  高齢者等感応信号制御 

本制御 高齢者や身体 害者 高齢者等 等 横断 多い交差点 適用さ 制

御 あ 押ボタン箱を押 等 横断開始前 通常 長い歩行者青時間を表示

う 高齢者等 安全を確保 制御 あ  

。「)  歩車分離式信号制御 

本制御 右左折車 錯綜 顕著 事故 能性 高い 安全 必要 場合

有効 あ 時間的 車両 現示 歩行者 現示を分離 車両 歩行者 錯綜を無

く 制御 あ 右左折車 多い場合 車両 歩行者 錯綜 無く

車両 滑性 向 制御 あ  

。」)  歩行者感応信号制御  

本制御 道路 車両 歩行者 交通需要 少 い 車両 毎

サイ 存在 う 交差点 い 歩行者 数 応 歩行者青時間を増減

させ こ 主道路 不必要 待 時間を減少させ 制御 あ  

。4)  歩行者感応信号制御  

本制御 横断歩道 存在 歩行者を検知 ャッ 感応 う 歩行者青

時間を延長 こ 高齢者等 安全を確保 制御 あ  

。5)  歩行者用交通信号灯器 青信号 経過時間を表示 機能 

   本機能 歩行者用交通信号灯器 歩行者用交通信号灯器 横 歩行者青

時間 経過時間 残 時間 を目盛 カウン ウン 表示 あ こ

歩行者 横断歩道 到着 歩行者青 残 時間を表示 歩行者 横断

開始 有無を判断 う あ  
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「.1.「  導入状況 

警察庁 各都道府県警察本部 対 相当数 高齢者 害者等 利用 施設

官公庁施設 福祉施設 病院 商業施設 学校等 間 い 協議会等 い 高齢

者 害者等 ー を把握 利用実態 応 機能を選択 事業を実施 う

求 い 横断需要 高く 多様 形態 歩行者 見込 箇所 い

複数 機能を組 合わせ 能 限 多く 高齢者 害者等 対応 う事業を

実施 う求 い 各都道府県警察 こ を踏 え 整備箇所 検討等を実

施 い  

 

「.1.」  高齢者等感応信号制御 

本制御 高齢者や身体 害者 高齢者等 等 横断 多い交差点 適用さ 制御

高齢者等用押ボタン箱等 高齢者等感応感知信号を 信 こ 歩行者

青時間を通常 長く 高齢者等 安全を確保 制御 あ 常 歩行者青時間

を長く 必要 い 無 青時間 減少 一般的 視覚 害者用

交通信号付加装置 併設 運用 場合 多い  

歩行者 要求を け付け 方法を以 示  

   高齢者等用押ボタン箱を用い 方法 

   ＰＩＣＳ 用い エイ 歩行者支援装置 以 ＰＩＣＳ機器

を用い 方法 

本制御 高齢者 交通制約者 子供等 歩行者需要 多く見込 病院

学校周辺 有効 あ 考え  

。1)  高齢者等用押ボタン箱を用い 方法 

ア  概要 

高齢者等用押ボタン箱 黄色 歩行者用押ボタン 付近 設置さ 高

齢者等用押ボタン箱を押 こ 一定時間 歩行者青時間を延長

あ 高齢者等用押ボタン箱 押 さ 青時間 歩行者青時間 1.4～1.5

倍 目安 あ 横断歩道を利用 交通制約者 歩行 度や意見を鑑 決定

必要 あ 考え  

イ  実現方法 

本制御 高齢者等用押ボタン箱 交通信号制御機 歩行者用交通信号灯器

必要 交通信号制御機 高齢者等用青時間等 設定 必要 交通信

号制御機を交通管制 ンター 接続 場合 中央装置 感応許 等 設定 必

要 テ 構成 を  「.1.」-1 情報 流 を  「.1.」-「  「.1.」-」

示  
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高齢者等用押 ン箱 交通信号制御機 歩行者用交通信号灯器

交通管制 ン
中央装置

※ 破線 交通管制 ン 接 場合 必要
 

 

 2.1.3-1 構  

 

 

交通管制 ン
中央装置

交通信号制御機
高齢者等用
押 ン

高齢者等感応
感応許 指 情報

高齢者等感応
感応実行情報
変動値

歩行者横断要求

歩行者用
交通信号灯器

灯器出力

 

 2.1.3-2 情報 流 交通管制 ン 接 場合  
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交通信号制御機
高齢者等用
押 ン

歩行者横断要求

歩行者用
交通信号灯器

灯器出力

 

 2.1.3-3 情報 流 交通管制 ン 接 い場合  

 

  運用例 

制御 前 型交差点 あ 現示 歩車 式信号制御 入

い 地点 入 い  

高齢者等用押 ン箱 押 11 ッ 現示目 歩行者青時

間 17 秒 24 秒 延長 交差点 交通信号制御機 交通管制 ン

接 い い地点制御 あ 延長 補 実施 い い

交差点  2.1.3-4 現示  2.1.3-5 制御秒数  2.1.3-6

示  

高齢者等用押 ン箱

歩行者用交通信号灯器

車両用交通信号灯器

 

 

 2.1.3-4 交差点  
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1

1P

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

1

2

3P

現示

秒数 40 5 2 4 2 40 1 1 4 2
17

→24
5 2

17秒 1.4倍
24秒

 

 2.1.3-5 現示  

 

 

高齢者等用押 ン
押

歩行者青時間 秒

高齢者等用押 ン
押

17

歩行者用等青時間

24

17秒 1.4倍
24秒

 

 2.1.3-6 制御秒数  

 

(2)  ＰＩ 機器 用い 方法 

  概要 

ＰＩ 機器 高齢者等用押 ン箱 通信機能 あ ＰＩ 機器

ン 押 高齢者等用押 ン箱 押 定時間

歩行者青時間 延長 あ  

  実現方法 

制御 ＰＩ 機器 高齢者等用押 ン箱 交通信号制御機 歩行者用

灯器 必要 交通信号制御機 高齢者等用青時間等 設定 必要

交通信号制御機 交通管制 ン 接 場合 中央装置 感応許 等 設

定 必要 構  2.1.3-7 情報 流  2.1.3-8  

2.1.3-9 示  
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ＰＩ 機器 高齢者等用押 ン箱 通信距 約 10m あ  

 

高齢者等用押 ン箱 交通信号制御機 歩行者用交通信号灯器

交通管制 ン
中央装置

※ 破線 交通管制 ン 接 場合 必要

ＰＩ 機器

 

 

 2.1.3-7 構  

 

 

交通管制 ン
中央装置

交通信号制御機
高齢者等用
押 ン

高齢者等感応
感応許 指 情報

高齢者等感応
感応実行情報
変動値

歩行者横断要求

歩行者用
交通信号灯器

灯器出力

ＰＩ 機器

歩行者横断要求

 

 2.1.3-8 情報 流 交通管制 ン 接 場合  
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交通信号制御機
高齢者等用
押 ン

歩行者横断要求

歩行者用
交通信号灯器

灯器出力

ＰＩ 機器

歩行者横断要求

 

 2.1.3-9  情報 流 交通管制 ン 接 い場合  

 

  運用例 

    記 示 高齢者等用押 ン箱 用い 方法 高齢者等用押 ン 押

歩行者横断要求 出 い 方法 ＰＩ 機器 歩行者横断要

求 出 い 制御秒数 等 い 高齢者等用押 ン箱

用い 方法 変わ い  

 

2.1.4  歩車 式信号制御 

(1)  概要 

制御 右左折車 錯綜 顕著 事故 能性 高い 安全 必要 場合

効 あ 時間的 車両 現示 歩行者 現示 車両 歩行者 錯綜 無

く 制御 あ  

歩行者用現示 必要 渋滞 生 懸念 あ 自動車等 右左折交通量及

び歩行者等 交通量 多い場合 車両 滑性及び歩行者 安全性 向  

制御 車両 現示 歩行者 現示 方式 示  

  ン 方式 

  歩行者専用現示方式 

  右左折車両 方式 

  右折車 方式 

制御 公共施設等 付近や通学路等 い 生 児童 幼児 高齢者及び

交通制約者等 交通 安全 特 確保 必要 あ 右左折車 多い交差点

効 考え  

過去 事故 生時 け 車両及び歩行者 錯綜状態 析 錯綜状態

生 い方式 入 高い事故抑 効果 期待  
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  ン 方式 

全 車両現示 赤信号 い 間 斜 方向 含 方向 歩行者

時 横断 方式  

車両 線 歩行者 線 錯綜 い 事故抑 効果 高い 車両交通

滑性 問題 生 恐 あ 歩行者 斜 横断 能 当

横断歩道 需要 多い 効 あ  

 

1φ 2φ 3φ
 

 

 2.1.4-1 ン 方式 現示例 

 

  歩行者専用現示方式 

全 車両現示 赤信号 い 間 斜 方向 除く 方向 歩行者

時 横断 方式  

記 ン 方式 様 車両 線 歩行者 線 錯綜 い

事故抑 効果 高い 車両交通 滑性 問題 生 恐 あ

ン 方式 比 横断歩道長 短く 歩行者青時間 短く

 

 

1φ 2φ 3φ
 

 

 2.1.4-2 歩行者専用現示方式 現示例 

 

  右左折車両 方式 

歩行者 横断 間 歩行者 方向 進行 車両 右左折 い方式  

車両 線 歩行者 線 錯綜 い 事故抑 効果 高い 右折及び

左折車線 必要 交差点 形状 考慮 必要 あ  
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1φ 2φ 3φ
 

4φ 5φ 6φ
 

 2.1.4-3 右左折車 方式 現示例 

 

  右折車 方式 

歩行者 横断 間 歩行者 方向 進行 車両 右折 い方式  

左折車両 線 歩行者 線 錯綜 右折車両 線 歩行者 線

錯綜 い  

右折車線 必要 交差点 形状 考慮 必要 あ  

1φ 2φ 3φ 4φ
 

 2.1.4-4 右折車 方式 現示例 

 

2.1.5  歩行者感応信号制御  

(1)  概要 

制御 道路 車両 歩行者 交通需要 少 い 車両 毎

サ 在 う 交差点 い 主道路 必要 待 時間 減少

目的 い 横断歩道 各流入部 歩行者用感知器 設置 歩行

者青開始時 感知領域 通過 歩行者 占 率 総時間 占 歩行者用感知

器 歩行者 感知 時間 割合 測定 歩行者数 推定 歩行者数

少 い 多い 種類 け 歩行者用感知器 測定 占 率 応

歩行者青時間 決 歩行者用感知器 制御  2.1.5-1 示  
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歩行者用感知器

歩行者用感知器 横 時間
歩行者数 推測

推定結果
歩行者青時間 決定 歩行者用

交通信号灯器

歩行者用感知器
感知領域

 

 

 2.1.5-1 歩行者用感知器 制御  

 

(2)  実現方法 

制御 歩行者用感知器 交通信号制御機 歩行者用交通信号灯器 必要

 

交通信号制御機 変動値 定用 占 率等 設定 必要 交通信号制御

機 交通管制 ン 接 場合 中央装置 感応許 や変動値 設定 必要

構  2.1.5-2 情報 流  2.1.5-3  2.1.5-4

示  

歩行者用感知器 交通信号制御機 歩行者用交通信号灯器

交通管制 ン
中央装置

※ 破線 交通管制 ン 接 場合 必要
 

 

 2.1.5-2 構  
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交通信号制御機歩行者用感知器

歩行者感応
感応許 指 情報
変動値

歩行者感応
感応実行情報
変動値

歩行者 占 率

交通管制 ン
中央装置

歩行者用
交通信号灯器

灯器出力

 

 

 2.1.5-3 情報 流 交通管制 ン 接 場合  

 

 

交通信号制御機歩行者用感知器

歩行者 占 率

歩行者用
交通信号灯器

灯器出力

 

 

 2.1.5-4 情報 流 交通管制 ン 接 い場合  

 

(3)  運用例 

制御 学校付近 交差点 入 い 校時 左右方向 進 横断歩

道 歩行者交通量 多く 日中 夜間 校時 比 歩行者交通量 多く い  

歩行者青開始 秒 間 歩行者 占 率 % 場合 歩行者

定 歩行者 占 率 % い 40% 場合 歩行者 少 い

定 歩行者 占 率 40% 多い場合 歩行者 多い 定  

記 定 歩行者青時間 基準秒数 20 秒 場合 基準秒

数 10 秒少 い歩行者青時間 多い 場合 基準秒数 秒多い歩行者青時
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間 表示 少 い 場合 基準秒数 表示  

校時 多い 定 外 時間帯 定 歩

行 度 1.0(m/s) 計算 歩行者青時間 短い歩行者青時間 主道路 必

要 待 時間 減少 い 増減 青時間 補 次サ 主道路

青時間 行 い 交差点  2.1.5-5 歩行者用感知器 制御秒数

 2.1.5-6 歩行者数 応 歩行者青時間 秒数 表 2.1.5-1 示  

歩行者用感知器

歩行者用感知器 感知領域

15m

学校

歩行者用交通信号灯器

車両用交通信号灯器

 

 

 2.1.5-5 交差点  

 

歩行者数

歩行者青時間 s

歩行者数 少 い

歩行者数 多い

6

占 率 計測

占 率 %

→誰 通過

占 率40%

→2.4秒間
感知時間

占 率40% 多い
→2.4秒間 多い

感知時間

20

基準秒数

10秒

秒

15

15(m)÷1.0(m/s)=15(s)

→15(s) 短い歩行者青時間

2510

 

 2.1.5-6 歩行者用感知器 制御秒数  
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表 2.1.5-1 歩行者数 応 歩行者青時間 秒数 

歩行者数 占 率 歩行者青時間 

 0% 10 秒 

少 い 0% 多く 40%  20 秒 

多い 40% 多い 25 秒 
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2.1.6  歩行者感応信号制御  

(1)  概要 

横断歩道 俯瞰 う画像感知器 設置 い  2.1.6-1 う 歩

行者青時間 横断 開始 歩行者 歩行者青時間終了時 い 横断歩道

在 場合 歩行者 横断 終了 歩行者青時間 延長 制御 あ  

歩行者 在 限 歩行者青時間 延長 車両青時間 延長

い 車両 滑性 恐 あ 歩行者青時間 最大青時

間 設け 歩行者 在 い場合 最少青時間 終了 画像感知器

延長  2.1.6-2 示  

 

歩行者青時間 横断開始

画像感知器 感知範

歩行者用
交通信号灯器

画像感知器

歩行者青時間終了予定
歩行者 在

→歩行者青時間 延長

画像感知器 感知範

歩行者用
交通信号灯器

画像感知器

横断完了
→歩行者青点滅開始

画像感知器 感知範

歩行者用
交通信号灯器

画像感知器

 

 2.1.6-1 画像感知器 用い 信号制御 
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歩行者 在
最少青時間

現示

歩行者 在感知

歩行者 在

現示

歩行者 在感知

歩行者 在
最大青時間 延長

現示

歩行者 在感知

時間初期青時間 最大青時間

変動値
 

 

 2.1.6-2 画像感知器 延長  
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(2)  実現方法 

制御 画像感知器 交通信号制御機 歩行者用交通信号灯器 必要  

交通信号制御機 変動値等 設定 必要 交通信号制御機 交通管制 ン

接 場合 感応許 や変動値 設定 必要 構  

2.1.6-3 情報 流  2.1.6-4  2.1.6-5 示  

 

画像感知器 交通信号制御機 歩行者用交通信号灯器

交通管制 ン
中央装置

※ 破線 交通管制 ン 接 場合 必要
 

 

 2.1.6-3 構  

 

 

交通管制 ン
中央装置

交通信号制御機画像感知器

ッ
感応許 指 情報
変動値

ッ
感応実行情報
変動値

歩行者 在感知

歩行者用
交通信号灯器

灯器出力

 

 

 2.1.6-4 情報 流 交通管制 ン 接 場合  
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交通信号制御機画像感知器

歩行者 在感知

歩行者用
交通信号灯器

灯器出力

 

 

 2.1.6-5 情報 流 交通管制 ン 接 い場合  

 

画像感知器 設置高 ｍ程度 歩行者用灯器 等 設置  

横断歩道長 長い場合 画像感知器 用い 画像感知器 検知

最大 ｍェ15ｍ い 用い 場合 最大 ｍェ30ｍ

い 画像感知器 感知範  2.1.6-6  2.1.6-7 示  

 

画像感知器 感知範

最大15m

最大 m

m

歩行者用
交通信号灯器

画像感知器

 

 

 2.1.6-6 画像感知器 感知範 画像感知器 場合  
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画像感知器 感知範

最大30m

最大 m

m m

歩行者用
交通信号灯器

画像感知器

 

 

 2.1.6-7 画像感知器 感知範 画像感知器 場合  

 

(3)  運用例 

制御 学校及び 付近 交差点 入 い 日中 常 歩行者

車両交通量 多い幹線道路 交わ 現示 交差点 あ 画像感知器 方向

横断歩道 歩行者 無 感知 い  

   ッ 目 終了直前 い 画像感知器 横断歩道 歩行者 感知 場合

ッ 目 15 秒 22 秒 延長 延長時間 歩行者 横断終了 場

合 時点 10 ッ 目 歩進 延長 補 ッ 目 行う

交差点  2.1.6-8 現示  2.1.6-9 示  

 

宅地

学校

宅地

歩行者用
交通信号灯器

車両用
交通信号灯器 画像感知器

 

 

 2.1.6-8 交差点  
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1P

10

現示

秒数 40 28
15→
22

10

11 12 13 14 15 16

1LSA

1RA

2P

2SA

2RA

23

歩行者青時間 15秒 22秒
間 延長  

 

 2.1.6-9 現示   
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2.1.7  歩行者用信号機 青信号 経過時間 表示 機能 

(1)  概要 

機能 歩行者用交通信号灯器 歩行者用交通信号灯器 横 設置 機

器 歩行者青時間 経過時間 残 時間 目盛 ン ン 表示

あ 歩行者 横断歩道 到着 青 残 時間 表示 横

断開始 否 断 う あ 歩行者 歩行者赤時

間 横断歩道 残 防 歩行者青時間 経過時

間 残 時間 表示姿  2.1.7-1 示  

 

 

 

 2.1.7-1 歩行者青時間 経過時間 残 時間 表示姿  

 

(2)  実現方法 

   経過時間 表示 歩行者用交通信号灯器 経過時間制御部 実装

い 経過時間制御部 前サ 歩行者青時間 秒数 記憶 い 秒数

経過時間 残 時間 表示 経過時間 残 時間 表示

 2.1.7-2 示  

歩行者青

t1 t2 t3

記
憶
開
始

記
憶
終
了

記
憶
開
始

記
憶
終
了

記
憶
開
始

記
憶
終
了

経過時間記憶部

目盛 表示

t1

目盛
ン
ン

t2

目盛
ン
ン

 

 2.1.7-2 経過時間 残 時間 表示  

 

経過時間 目盛
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制御 交通信号制御機 経過時間制御部付 歩行者用交通信号灯器 必要

構  2.1.7-3 情報 流  2.1.7-4 示  

 

交通信号制御機
歩行者用交通信号灯器

(経過時間制御部付)
 

 

 2.1.7-3 構  

 

交通信号制御機
歩行者用

交通信号灯器
(経過時間制御部付)

灯器出力

 

 2.1.7-4 情報 流  
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2.2  現状 施策 対 課題 

2.2.1  高齢者等感応信号制御 

高齢者等感応信号制御 押 ン箱 ＰＩ 機器 含 押

定時間 歩行者青時間 延長  

設計 歩行 度 遅い歩行者 居 場合 歩行者赤時間 横断歩道

残 懸念 あ 長い歩行者青時間 必要 制御

必要 い人 歩行 度 い人 押 場合 無 歩行者青時間 延長

 

押 ン 特 車い 方 設置 い 場所 押

くく 利用 い場合 あ  

 

2.2.2  歩車 式信号制御 

歩車 式信号制御 車両 歩行者 現示 歩行者専用現示 必要

渋滞 生 懸念 あ 車両 歩行者 待 時間 多く

信号無視 誘 懸念 あ  

 

2.2.3  歩行者感応信号制御  

歩行者感応信号制御 歩行者 占 率 交通量 応 歩行者青時間 延長

短縮 延長時間や短縮時間 固定値 あ 歩行者 歩行

度 い 考慮 い い 設計 歩行 度 遅い歩行者 居 場

合 歩行者赤 横断歩道 残 懸念 あ  

 

2.2.4  歩行者感応信号制御  

歩行者感応信号制御 横断歩道 歩行者 無 応 歩行者青時間 延長

歩行者 歩行 度 い 考慮 い い  

 

2.2.5  歩行者用信号機 青信号 経過時間 表示 機能 

  機能 歩行者青時間 経過時間 残 時間 歩行者 提供

表示 秒数 前サ 歩行者青時間 秒数 い 現

サ 前サ 歩行者青時間 秒数 異 場合 表示 目盛

ン ン 確 行う い 最後 目盛 長く表示  

  目盛 表示 目盛 毎 表示秒数 横断歩道長 異  
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3.   提案  

3.1  案 検討  

3.1.1  案  

26 度調査研究 け 案 示  

(1) ン 活用 歩行者信号延長サ や歩行者信号情報 用い

情報提供 行う  

(2) 杖 靴等 Ｉ 付け 点 ッ 埋 込

Ｉ 身 付け 点 ッ 通過 歩行者 検知 音

声案 や歩行者信号 青時間延長等 サ 提供  

(3) 歩行者 接近 車両 ンサ ン 置情報 検

出 ン 通 歩行者 通知  

(4) ン 歩行者 属性情報 基 歩行者信号延長サ 行

う 歩行者 属性 合わ 情報 提供  

(5) ン 基 歩行者 在 検知 交差点 接近 車両 対

横断者 在情報 提供  

(6) 横断歩道 横断中 視覚 害者 サ 対象 害物 回避や 長い

横断歩道 歩行 横断歩道 逸脱 警告 行う  
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3.1.2  サ 類  

26 度調査研究 け 案 参考 交通制約者 交差点 安全

移動 路側 提供 サ い 検討 行い 横断

ン サ 類  

 

表  3.1.2-3.1.2-1 サ 類 

交通制約者 般歩行者 車 周

1 信号情報 提供
ン

〇 － － －

2 残 時間表示 表示装置 〇 〇 － －

3 提供
交差点 称 支援対象

等 情報提供 ン
〇 － － －

4 ンサ 〇 〇 － －

5
ン

〇 〇 － －

6
ン

〇 － － －

7 Ｉ 〇 － － －

8 表示装置 〇 〇 〇 〇

9 車載機 － － － 〇

10 制御 横断時間延長 ンサ 〇 － － －

11 車両接近情報通知
ン

〇 － － －

12
交通制約者 在

情報提供
車載機 － － 〇 －

13 注意喚起 音響装置 〇 〇 － －

14
横断歩道逸脱警告

ン
〇 － － －

項番横断 ン 目的

交通制約者 横断
行う 否 断

支援

提供
交通制約者 横断
開始 通知

横断中

提供

交通制約者 横断 開始
支援

横断要求

制御

横断時間確保
歩行者 人数等
自動 歩行者青時間

決定

制御
横断要求 付

押 ン

交通制約者 安全 横断
支援

実現手段
端 等

サ 対象

横断前

提供

提供
制御

サ

 



- 29 - 

3.1.3  サ 選択  

(1) サ 実現性及び必要性 検討  

類 サ い 実現性及び必要性 検討 実現 向け 細化 行う

サ 絞 込 行  

 

表  3.1.3-1 実現サ 検討  

1 信号情報 提供
ン

高 中 〇

2 残 時間表示 表示装置 高 中 〇

3 提供
交差点 称 支援対象

等 情報提供 ン
高 中 〇

4 ンサ 高 －

5
ン

－

6
ン

高 高 〇

7 Ｉ 高 －

8 表示装置 中 －

9 車載機 中 －

10 制御 横断時間延長 ンサ 高 高 〇

11 車両接近情報通知
ン

中 中 〇

12
交通制約者 在

情報提供
車載機 中 中 〇

13 注意喚起 音響装置 高 高 〇

14 横断歩道逸脱警告
ン

中 －

項番横断 ン
提供
制御

サ
実現手段
端 等

提供
交通制約者 横断
開始 通知

横断中

提供

横断前

提供

横断要求

制御

横断時間確保
歩行者 人数等
自動 歩行者青時間

決定

実現性 必要性
細化対象

サ

制御
横断要求 付
押 ン

実現性 実現 や 技術的 易度や 機関 調整 無 断 示  

     高 中 段階 設定  

必要性 要求事項 交通制約者 交差点横断支援 歩行者信号 赤 時

横断歩道 交通制約者 残 う 減 対 サ 必要性

路側 必要性 示 高 中 段階 設定  

細化対象サ 実現性 必要性 サ 対象外  
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(2) 細化対象サ 選択 関 補足  

 横断要求時 け 横断時間 確保 行うサ い 歩行者

人数 歩行者青時間 決定 サ あ 交通制約者 歩行

度等 考慮 サ い 必要性  

 横断要求時 け Ｉ 活用 横断要求 付サ い

Ｉ 点 ッ 埋 込 等 実現 多大 整備費用

必要 実現性  

 横断要求時 け 交通制約者 横断 開始 通知 サ

い 信号交差点 限 あ ゆ 場所 い 実施 サ

あ 必要性  

 横断中 横断歩道逸脱警告 い 視覚 害者 横断歩道 逸脱

警告 行うサ あ 確 置精度 要求

費用対効果 観点 実現 い 考え 実現性  
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3.2  交通制約者 支援 実現 向け 基 方針  

表  3.1.3-1 細化 対象 サ 実現 検討 基 方針

示  

3.2.1  横断時間 確保  

 横断 開始 前 あ 歩行者青時間 通常 長い時間確保 方

式 対 考え方 示  

  既 方式 押 ン 押 歩行者青 変 制御

高齢者等感応信号制御 あ 交通制約者保護 観点 歩行 度 遅い歩行

者 対 通常 長い歩行者青時間 確保 制御 高齢者等感応信号制御

適 い 考え 交通制約者 横断時間 確保 行う 手

段 高齢者等感応信号制御 実現方式 基 機能 追 検討

 

既 高齢者等感応信号制御 用い い 高齢者等用押 ン箱 特

車い 方 設置 い 場所 押 くく 利用 い

場合 あ  

来歩行者青延長 必要 あ 関わ 高齢者等用押 ン 押

い場合 歩行者青時間 足 歩行者赤 い横断歩道 残

あ 高齢者等用押 ン 設置 置 依 高齢者等用押

ン 押 う 提案  

 3.2.1-1 示  

 

高齢者等用押 ン箱 交通信号制御機 歩行者用交通信号灯器

交通管制 ン
中央装置

※ 破線 現在 在 い 示

新方式

 

 3.2.1-1  
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3.2.2  横断時間 延長  

 交通制約者 対 歩行者青現示 延長 横断時間 確保 方式 対 考

え方 示  

  現在 横断歩道 け 横断時間 設計 歩行 度 1.0 m/秒 横

断長 算出 値 使用 い 多い 交通制約者 歩

行 度 1.0 m/秒 遅く 歩行者青時間 足 歩行者赤

い 横断歩道 残 懸念 あ 横断歩道 交通制約者

検知 交通制約者 歩行者赤 横断歩道 残 う 場合

歩行者青現示 延長 提案  

歩行者青時間 延長 方法 高齢者等感応信号制御 歩行者感応信号

制御 歩行者感応信号制御 あ 歩行 度 遅い交通制約者 設計

秒数 渡 歩行者赤 い 横断歩道 残 懸

念 あ 歩行者 度 応 交通制約者 横断歩道 渡

歩行者青現示 延長 ッ 感応 用い 歩行者感応信号制

御 制御方法 用い 提案  

 3.2.2-1 示  

 

新方式
交通制約者検知

交通信号制御機
ッ 感応

歩行者用交通信号灯器

交通管制 ン
中央装置

※ 破線 現在 在 い 示

 

 3.2.2-1  
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3.2.3  信号情報等 提供  

  度横断 開始 歩行者 え横断前半 歩行者青点滅 開始

元い 方 横断歩道端 戻 あ 歩行者 高齢

者等 く歩く い歩行者 い 結果 歩行者赤

い横断歩道 残 交通事故 生 う懸念 あ  

  海外 多く 国々 歩行者青点滅 長く確保 歩行者青点滅中 急

横断歩道 渡 保証 い 各国 歩行者現示設定方法  

3.2.3-1 示  

日本 イツ ース ア
赤 青 青点滅 赤 赤 青 赤 赤 青 赤点滅 赤

設定歩行 度：V 1.0m/s ～ m 1.2m/s

設定方法 L V L V L V

定義
青終了時 横断中 歩行
者 横断完了 引
返 ま 時間

青終了時 直前 渡 始
めた歩行者 次現示車両
コンフ 起こ い

ため 最小時間

青終了時 横断中 歩行
者 横断完了 ため
時間

相当時間帯 青点滅時
赤開始 次 現示 車
両 そ 横断歩道を通過
ま 時間

赤点滅時

設定歩行 度：V また m ～ m 1.2m/s

設定方法 L V

ア イ ス N a i 方式 イ ス Fa i 方式
赤 青 赤点滅 赤 赤 青 赤 赤 青 無灯火 赤

設定歩行 度：V
設定方法
定義

相当時間帯
赤点滅開始 車両黄時
間 終 ま

赤開始 残留歩行者
い く ま 時間

無灯火＋全赤

設定歩行 度：V 1.2m/s 1.2m/s

設定方法 L V L V
注 L：横断歩道長

現示 順番

L V

青現示

ア ン
スタイ

現示 順番

青現示

ア ン
スタイ

～7秒 横断待ち歩行者
数を考慮 決定

1.2m/s

L V

青終了時 横断中 歩行者 横断完了 ため 時間

数秒 固定時間＋残留歩
行者 有無 応 た延長

 

 3.2.3-1 各国 歩行者現示設定方法  

出 歩行者青信号 残 時間表示方式 入 伴う横断挙動 析  

国 交通安全学会  Vol31,No.4 

 

現状 日 制御方式 大 く異 歩行者青時間 歩行者青点滅時間

比率 変え 歩行者青点滅時間 長く確保 歩行者赤開始 横断完

了 人 割合 増え 思わ 日 方法 入 歩

行者青時間 短く 単 時間あ 横断機会 減 歩行者 満 出

恐 あ 方 歩行者 横断歩道 残 防 既

対応策 歩行者青現示 残 時間 付 情報 え あ 歩

行者青現示 残 時間 付 情報 え 交通制約者 横断

開始 横断 い 断 う 歩行者赤 横断歩道

残 防 効果 確 い  

残 時間 提供 時間 歩行者青 時間 歩行者青及び歩行
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者青点滅 合計 時間 考え や 歩行者青及び歩

行者青点滅 合計 時間 表示 い 日 歩行者青点滅時

横断 開始 禁 い 残 時間 提供 時間

歩行者青 時間 提案   
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3.3 サ 実現 検討 

3.3.1 信号情報 交差点 称等 提供 

(1)  目的 

交通制約者 交差点 到着 横断開始 断 行え う

ン 通 信号情報等 提供 行う  

(2)  概要 

歩路間通信 用い ン 信号情報等 配信 信

ン ョン 通 交通制約者 音声等 信号 状態 交差点 称

及び支援対象交差点 あ 提供  

(3)  設計方針 

 歩路間通信及び歩行者 置測 用い  

(4)  構  

構 3.3.1-1 示  

 

 

 

 

 

 

 

3.3.1-1 構  

 

(5)  機能要件 

 交通制約者 対象信号機付近 交差点 ン 接近 ン

ョン 自動起動  

 交通制約者 交差点 ン 侵入 ン ョン

路側機 通 信号情報及び交差点 称等 情報 信  

 ン ョン 信 信号情報 交差点 称 支援対象

交差点 あ 音声等 変換 交通制約者 提供  

(6)  機器 様 

 交通信号制御機 交通信号制御機 様書 警交 規第 1012 号 版  

(7)  装置間 ン  

 交通信号制御機～交通管制 ン 間 

 形 形 ン  

(8)   

  ン 対象交差点 ン 接近及び侵入 定 置精度

検討 必要 あ  

歩 防 ョン 検討 必要 あ  

  歩路間通信規格 検討及び評価 必要 あ  

  交通制約者 信号情報等提供サ 関 ン 検討 必要 あ  

交通管制 ン  

中央装置  

路側機 ン 交通信号制御機 
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3.3.2 残 時間表示 

(1) 目的 

歩行者青時間 残 時間表示 秒数 表示 来 目盛 表示 定量的 情

報 歩行者 提供  

 

(2) 概要 

表示装置 歩行者青 PG 時間 残 時間 秒数 表示  

 

(3) 用語 定義 

 PG 歩行者信号青 

 PF 歩行者信号青点滅 

 PR 歩行者信号赤 

 残 時間 PG PF 時間 

 

(4) 設計方針 

交通信号制御機 び歩行者用交通信号灯器 既 機能 使用 前提  

 

(5) 構  

構 3.3.2-1 示  

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3.2-1 構  

 

(6) 機能要件 

 交通信号制御機 歩行者用交通信号灯器 並列 灯色情報 PG,PR信号 信  

 PG 残 時間  残 時間 ＝ PG時間 － 経過時間 秒数 表示  

 PG時間 設定 設定方法 例 方式 考え  

指定方式  予 機器 PG時間 設定  

PG時間 毎周期固定 あ 前提  

学習方式  PG時間 計測 学習  

PG時間 毎周期固定 あ 前提  

通信方式  用信号情報出力機能 ョン 実装 交通信号制御機

PG時間 信  

PG時間 

(S10形ｲﾝﾀﾌｪｰｽ等) 

PG,PR信号 

(P10形ｲﾝﾀﾌｪｰｽ等) 交通信号制御機 歩行者用 

交通信号灯器 

残 時間表示装置 



- 37 - 

残 時間表示中 PG時間 延長 短縮 い 前提  

 

(7) 機器 様 

 表示桁数 桁 

 表示時間 

 表示 秒刻  

 最大表示時間 秒 秒  

残 時間 秒 場合 秒 表示 維持  

 最 表示時間 秒 

残 時間 秒 PG 場合 秒 表示 維持  

 PF 開始 残 時間 滅灯  

 表示色 青 

 PG時間設定例 

指定方式  

 PG時間 秒刻 設定 能  

 設定後 表示器 電源 断 再設定 要 あ  

学習方式  

 PG時間学習サ サ  

電源投入後 最初 PG時間計測 残 時間表示 滅灯  

 PG時間 計測 毎サ 行い 結果 次サ 表示 反映  

 PG時間計測 表示サ 3.3.2-2 示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3.2-2 学習方式 PG 時間計測 表示サ  

 

通信方式  

 PG時間 信号制御機 用信号情報出力機能 ョン 信  

 電源投入後 最初 PG時間 信 残 時間表示 滅灯  

 

Ｐ  

ＰＧ 

電
源
投
入 

計
測
開
始 

計
測
終
了 

計
測
開
始 

計
測
終
了 

計
測
開
始 

計
測
終
了 

表
示
開
始 

表
示
開
始 

表
示
終
了 

表
示
終
了 

映 映 
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(8) 装置間 ン  

 交通信号制御機 灯色信号 PG,PR 信  

B3-A01-92-0  形 ン 規格 

B3-A01-A2-0  10形 ン 規格 

 用信号情報出力機能 ョン 実装 交通信号制御機 信号

情報 信  

B5-U-001-2-0  路車協調型 用交通信号制御機 通信 ョン規格 

B3-U-003-1-0  10形通信 ョン共通規格 

B3-U-002-2-0  10形 ン 規格 
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3.3.3 横断要求  

(1)  目的 

交通制約者 ン 用い 路側 テ 横断要求 押 ンサ

行う 支援  

(2)  概要 

交通信号制御機 交通制約者 ン 信 横断要求

通常 長い歩行者青時間 確保  

(3)  設計方針 

 歩路間通信及び歩行者 置測 用い  

(4)  テ 構成 

テ 構成 3.3.3-1 示  

 

 

 

 

 

 

 

3.3.3-1 テ 構成  

 

(5)  機能要件 

 交通制約者 押 ン 対応 ン 操作 実施

ン ョン 路側機 対 横断要求 信  

 路側機 信 横断要求及び歩行 度情報 交通信号制御機 送信  

 交通信号制御機 歩行 度情報 基 歩行者青時間 決定  

 路側機 交通信号制御機 送信後 ン 対 処理結果 返

送  

 ン ョン 処理結果 交通制約者 通知  

(6)  機器 様 

 交通信号制御機 交通信号制御機 様書 警交 規第 1012 号 版  

(7)  装置間 ン  

 交通信号制御機～交通管制セン 間 

 形 形 ン  

(8)  そ  

  ン 対象交差点 ン 接近及び侵入 定 置精度

検討 必要 あ  

歩 防 ョン 検討 必要 あ  

  歩路間通信規格 検討及び評価 必要 あ  

交通管制セン  

中央装置  

路側機 ン 交通信号制御機 
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3.3.4 横断時間延長 

(1)  目的 

信号交差点 い 交通制約者 横断時 全性向 目的

 

(2)  概要 

横断歩 歩行 度 遅い交通制約者 検知 場合 歩行者青

歩行者青点滅 最大延長時間 範 延長 当 交通制約者 青信号

横断 う  

(3)  用語 定義 

 PG 歩行者信号青 

 PF 歩行者信号青点滅 

 PR 歩行者信号赤 

(4)  設計方針 

交通制約者 携 端 や押 ン等 操作 必要 誰 サ

う  

(5)  テ 構成 

サ 実現 テ 構成 3.3.4-1 示  

通常 信号制御 テ 交通制約者 検知 感知器 加  

 

交通管制セン
中央装置

交通信号制御機 歩行者感知器

歩行者用
交通信号灯器

 

 

3.3.4-1 テ 構成  

 

(6) 機能要件 

 中央装置 

警察交通 全施設 装置 様書 警交 規第 1023 号 版  

交通信号制御機 信号制御指 送信 ャッ 感応 感応許

感応幅 送 感応幅 い サ 性質 側 延

長側  

 交通信号制御機 

交通信号制御機 様書 警交 規第 1012 号 版  
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中央装置 指 従い ャッ 感応動作 実行  

ャッ 感応動作 歩行者感知器 歩行者 在信号 あ 場

合 歩行者青 歩行者青点滅 時間 延長  

1 2 3 4 5

1

1P

階梯

歩行 度 遅い交通制約者 横断 終わ
歩行者青 歩行者青点滅 延長

延長 能 範

1

1

1P

階梯 2 3 4 5

設定値

横断歩 歩行 度 遅い交通
制約者 在

歩行者横断信号

ON

OFF

実行値

3.3.4-2 動作例 

 歩行者用交通信号灯器 

 交通信号灯器 様書 警交 規第 1014 号 版  

 歩行者感知器 

横断歩 歩行 度 遅い交通制約者 在 場合 歩行者 在

信号 出力  

歩行 度 遅い交通制約者 定 歩行 度 定値 設定

 

(7)  そ  

サ 課題 あ 今後 検討 い 必要 あ  

 信号制御 テ  

様書 変 テッ ャッ 感応 感応現示数

いう制限 あ  

現示階梯 い 12 階梯 右折現示 い ャッ 感応

実施 場合 変階梯 ャッ 感応 実施 い  

歩行者青 歩行者青点滅 サ 実施 場合 ャッ 感

応 感応現示数 制限 変 テッ 超え テ 限

超え う  
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1P

1

1RA

2P

2

2RA

現示階梯に対応した 従来の可変階梯 6階梯→システム上の上限

PF延長を実施しようとした場合に追加する可変階梯 8階梯→システム上の制限オーバー

灯器

ステップ

 

 

3.3.4-3 現示階梯  

 

中央装置 び 交通信号制御機 様書 見直 い 検討 必要

あ  

 歩行者感知器 

用対効果 得 う 感知精度 定義 必要 あ  

示 う 険性 高い領域 近 設置 険性

大 い領域 感知精度 険性 い領域 感知精度 等 運用方

法 用 抑え い 等検討 行い テ 定義 必要 あ

 

 

3.3.4-4 交通流 対 横断歩 険  

 

 

 

 

 

 

 

 

険性 大  

赤信号 停  

左折車両 交通

 

 

センサ  
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3.3.5 車両接近情報通知 

(1)  目的 

横断歩 横断 い 交通制約者 ン 対 険車両や緊急車両

接近 旨 表示 歩行者 全性 向  

(2)  概要 

険車両や緊急車両 対象横断歩 接近 い 旨 歩路間 路車間通信 用

い 横断歩 横断 い 交通制約者 ン 対 通知  

(3)  設計方針 

 全運転支援 テ テ 活用 前提  

 緊急車両 検出 700MHz 車載通信 緊急車接近情報提供 テ 活用

前提  

(4)  テ 構成 

テ 構成 3.3.5-1 示  

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3.5-1 テ 構成  

 

(5)  機能要件 

 感知器 対象横断歩 接近 高 車両 検出  

 感知器 検出 結果 路側機 送信  

 路側機 緊急車両 検出  

 路側機 交通制約者 所持 ン 険車両 緊急車

両 接近 い 旨 通知  

(6)  機器 様 

 装置 警察交通 全施設 装置 様書 警交 規第 1023 号 版  

 路側機 路側機 様書 案  

 感知器 路車協調型普及版 用歩行者用感知器 様書 案  

(7)  装置間 ン  

 路側機～ 感知器間 

 形 ン  

 路側機～ 装置間 

 形 形 ン  

(8)  そ  

  ン 横断歩 あ 認識 置精度 検討 必要 あ  

交通管制セン  

中央装置  

路側機 ン 感知器 

車載機 

緊急車両  
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  ン 路側機間 通信手段 検討 必要 あ  

歩 防 ョン 検討 必要 あ  

  路側機 サ 適用 検討 必要 あ  

  険車両 断 条件 検討 必要 あ  
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3.3.6 交通制約者 在情報提供 

(1)  目的 

対象横断歩 接近 い 車両 車載機 対 交通制約者 在

旨 表示 歩行者 全性 向  

(2)  概要 

交通制約者 対象横断歩 歩行 い 旨 歩路間 路車間通信 用い

対象横断歩 接近 い 車両 車載機 対 通知  

(3)  設計方針 

 全運転支援 テ テ 活用 前提

 

 歩路間通信及び歩行者 置測 用い  

(4)  テ 構成 

テ 構成 3.3.6-1 示  

 

 

 

 

 

 

 

3.3.6-1 テ 構成  

 

(5)  歩行者端 路側 テ 機能要件 

 ン ン所持者 横断歩 在

検知  

 ン 路側機 ン所持者 横断歩

在 送信  

 路側機 車載器 ン所持者 横断歩 在

送信  

(6)  車載 テ 機能要件  

 ン 提供 情報 基 信号交差点 横断歩 高齢者や車

い 等 利用 交通制約者 在等 情報 提供

能  

 ン 側 交通制約者 検知情報 情報 路線形情

報 自車 置 評定 走行車線 ン 状態等 交差点 横断歩

距離や 行方向 定 車両 表示  

 車両 表示例 3.3.6-2 示 交通制約者 対象 あ 信号

状態 あ 程度 許容範 必要 交通制約者 横断歩 在

情報 交差点 直 右左折時 状況 応 対 音声

交通管制セン  

中央装置  

路側機  車載機  ン  
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情報提供 や 減 い あ い

う 定 場合 注意喚起 行う  

 

          

    3.3.6-2 車両 表示例  

 

(7)  機器 様 

 装置 警察交通 全施設 装置 様書  警交 規第 1023

号 版  

 路側機 路側機 様書 案  

(8)  装置間 ン  

 路側機～ 装置間  

 形 形 ン  

(9)  そ  

 歩行者端 路側 テ 課題  

  ン 横断歩 あ 認識 置精度 検討 必要

あ  

  ン 路側機間 通信手段 検討 必要 あ  

  路側機 サ 適用 検討 必要 あ  

   車載 テ 課題  

横断歩 や歩行者 距離算出 自車 置評定

置精度や 街地 街 評価 成立性 検討 必要 あ  

横断歩行 交通制約者 情報伝 遅延 テ 全体 及 影響

調査 必要 あ  

交通制約者 車両 表示 音声 煩わ ン

容性 評価 必要 あ  
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3.3.7 注意喚起 

(1) 目的 

横断歩 い 歩行者 歩行者青点滅時 無理 横断 開始 防  

(2) 概要 

歩行者信号青点滅中 横断 開始 歩行者 センサ 検知 注意喚起音 出

力  

(3) 設計方針 

交通信号制御機及び歩行者用交通信号灯器 既 機器 使用 前提  

(4) テ 構成 

テ 構成 3.3.7-1 示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3.7-1 テ 構成 

 

(5) 機能要件 

 歩行者感知器 歩 横断歩 入 歩行者 検知 歩行者感知信号 出力  

 注意喚起 定装置 交通信号制御機 歩行者用信号灯器 並列 灯色信号 信  

 注意喚起 定装置 歩行者青点滅中 歩行者感知器 感知開始 注意喚起音

出力  

 注意喚起 定装置 予 設定時刻 注意喚起 入 う ッ 機能

設  

(6) 機器 様 

 注意喚起音 

注意喚起音 内容 無理 横断 や う  

 注意喚起音出力 定 

歩行者青点滅 開始 歩行者青点滅 終わ 期間 い 歩行者感知信号 検出

場合 注意喚起音 出力  

一度注意喚起音 出力 後 次 歩行者青点滅 開始 横断歩 入感知信

号 無視 注意喚起音 出力 行わ い  

3.3.7-2 注意喚起音 出力 定例 示  

 

 

交通信号制御機 歩行者用 

交通信号灯器 

注意喚起 

定装置 

PG 

(P10 ﾝﾀﾌｪ ｽ等) 

 歩行者感知器 検出信号 

(P1 ﾝﾀﾌｪ ｽ等) 
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3.3.7-2 注意喚起音 出力 定例 

 

(7) 装置間 ン  

 灯色信号 

B3-A01-92-0  形 ン 規格 

B3-A01-A2-0  10形 ン 規格 

 横断歩 入感知信号 

B3-A01-11-0  形 ン 規格 

 

灯色信号 PG  

歩行者感知信号 

注意喚起音 
 

無 
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4.  ン  

4.1  ン 概要 

4.1.1  目的 

 

交通制約者 高齢者や 害 持 方 対 属性 横断歩 信号現示

挙動 希望 サ 横断歩 対 考え等 ン 形式 調査  

調査結果 う 地点 サ 入 方 良い 歩行者信号

制御 課題点 等 い 析  

 

4.1.2  調査依 配 数 回答者数 

調査依 配 数等 一覧 表 4.1.2-1 示  

  配 依 ン 配 決定  

ン 対象者 配 会合 参加 方や ン 録 い

方  

ン 紙面 選択方式 一部コ ン 求 い 社会福

祉法人日 盲人会連合殿 い 配 及び回 い  

 

表 4.1.2-1 調査依 配 数 回答者数 

依  配  配 数 
回答者数 

回答率  

社会福祉法人 

日 身体 害者 

団体連合会 

社会福祉法人 

鹿児島県社会福祉協議会 

500 セッ  

502 人 

約 29％  

社会福祉法人 害者福祉協会 100 セッ  

公益財団法人 

全国老人  

連合会 

文京区高齢者 連合会 50 セッ  

法人 

荒川区高 者 連合会 

60 セッ  

社会福祉法人 

日 盲人会連合 

全国 約 1000 

セッ  
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4.1.3  ン 内容 

ン 内容 紙 示  

  社会福祉法人日 盲人会連合 回答者 高齢者等用押 ン箱 わ

歩行者青 延長 い 時 ン 行

い ン 内容 紙 示  
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4.2  ン 結果 

  ン 結果 示 割合 い 数点第一 四捨五入 い

割合 合計 100％ い あ  

4.2.1  属性 

回答者 属性 確認 齢 性 等 い ン 行  

60 歳 方 80％ 占 い 歩行 あ 自由 あ う

肢 害 あ 歩行 自由 視覚 害 及び 各々20％

占 い  

(1)  齢 

回答者 齢 人数 表 4.2.1-1 4.2.1-1 示  

 

表 4.2.1-1 齢 人数 

 

 

 

 

4.2.1-1 齢 人数 

  

区 人数 割合

10歳 0 0%

「0歳 0 0%

」0歳 7 1%

40歳 29 6%

50歳 44 9%

60歳 154 31%

傘0歳 192 38%

備0歳 63 12%

90歳 0 0%

記入 13 3%

合計 502 100%

10歳代
0%

20歳代
0%

30歳代
1%

40歳代
6%

50歳代
9%

60歳代
31%

70歳代
38%

80歳代
12%

90歳代
0%

未記入
3%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

90歳代
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(2)  性  

回答者 性 表 4.2.1-2  4.2.1-2 示  

 

表 4.2.1-2 性  

 

 

 

 

 4.2.1-2 性  

  

区 人数 割合

男 294 58%

女 190 38%

記入 18 4%

合計 502 99%

男

58%

女

38%

記入

4%

男

女

記入
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(3)  歩行 あ 自由 あ 及びそ 理由 

回答者 歩行 あ 自由 あ う 表 4.2.1-3  4.2.1-3 示

歩行 あ 自由 理由  4.2.1-4 示 そ

肢 心臓 呼吸 全 腰痛 う 症 衡機能 害 腰痛 等 方 居  

 

表 4.2.1-3 歩行 あ 自由 あ  

 

 

 

 

 4.2.1-3 歩行 あ 自由 あ  

 

 

 

 4.2.1-4 歩行 あ 自由 理由 

人数 割合

肢 い あ 歩行 自由 124 25%

視覚 害 175 35%

聴覚 害 6 1%

そ 7 1%

計 312 62%

167 33%

23 5%

502 100%合計

あ

区

記入

あ

62%

33%

記入

5%

あ

記入

肢 い

あ 歩

行 自由

40%

視覚 害

56%

聴覚 害

2%

そ

2%

肢 い あ 歩

行 自由

視覚 害

聴覚 害

そ
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4.2.2  信号機 あ 横断歩 利用 度 

質問 降 質問 い 回答者 度 そ 状況 遭遇 能性 あ

う 確認 外出 度 い 調査 行 結果 表 4.2.2-1  

4.2.2-1 示  

回答者 半 ～ 日 いう結果 ～ 日 含

75％ 大半 方 繁 外出 い 考え  

 

表 4.2.2-1 信号機 あ 横断歩 利用 度  

 

 

 

 

 4.2.2-1 信号機 あ 横断歩 利用 度 

 

  

区 人数 割合

～ 日 267 53%

～ 日 113 22%

日 36 7%

日 満 63 13%

記入 23 5%

合計 502 100%

～ 日

53%～ 日

22%

日

7%

日 満

13%

記入

5%

～ 日

～ 日

日

日 満

記入
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4.2.3  歩 度 遅い方 思う  

回答者 歩行 度 確認 回答者自身 周 方 歩行 度 い い

調査 行 結果 表 4.2.3-1 4.2.3-1 示  

回答者 う 半 方 歩行 度 遅い いう結果  

 

表 4.2.3-1 歩 度 遅い方 思う   

 

 

 

 

4.2.3-1 歩 度 遅い方 思う   

  

区 人数 割合

思う 236 47%

思わ い 249 50%

記入 17 3%

合計 502 100%

思う

47%
思わ い

50%

記入

3%

思う

思わ い

記入
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4.2.4  歩行者用信号 赤 前 渡 い あ  

回答者 歩行者青時間及び歩行者青点滅時間 短い 確認 歩行者

赤時間 前 渡 い あ 調査 行 結果 表 4.2.4-1

4.2.4-1 示  

回答者 う 36％ 方 歩行者赤時間 前 渡 い あ 結果

 

 

表 4.2.4-1 歩行者用信号 赤 前 渡 い あ  

 

 

 

 

4.2.4-1 歩行者用信号 赤 前 渡 い あ   

  

区 人数 割合

あ 36 7%

あ 145 29%

い 301 60%

記入 20 4%

合計 502 100%

あ

7%

あ

29%い

60%

記入

4%

あ

あ

い

記入
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4.2.5  到着 時 歩行者用信号 青 場合 横断 次 青 待  

回答者 横断歩 到着 時 歩行者用信号 青 場合 横断 次

青 待 確認 調査 行 結果 表 4.2.5-1 4.2.5-1 示  

回答者 う 約 30％ 方 必 待 待 多い 待 い

いう結果  

 

表 4.2.5-1 到着 時 歩行者用信号 青 場合  

横断 次 青 待   

 

 

 

 

4.2.5-1 到着 時 歩行者用信号 青 場合  

横断 次 青 待   

  

区 人数 割合

必 待 132 26%

待 多い 137 27%

待 い 156 31%

全 待 い 58 12%

記入 19 4%

合計 502 100%

必 待

26%

待 多い

27%

待 い

31%

全 待

い

12%

記入

4%

必 待

待 多い

待 い

全 待 い

記入
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4.2.6  到着 時 歩行者用信号 青点滅 場合 横断 次 青 待  

回答者 横断中 歩行者青点滅 い 確認 調査 行 結果

表 4.2.6-1  4.2.6-1 示  

回答者 う 85％ 方 横断歩 到着 時 歩行者青点滅 横断

待 結果  

 

表 4.2.6-1 到着 時 歩行者用信号 青点滅 場合 横断 次 青 待   

 

 

 

 

 4.2.6-1 到着 時 歩行者用信号 青点滅 場合 横断 次 青 待   

  

区 人数 割合

必 待 269 54%

待 多い 157 33%

待 い 45 10%

全 待 い 6 1%

記入 25 5%

合計 502 103%

必 待

54%

待

多い

33%

待 い

10%

全 待 い

1%

記入

5%

必 待

待 多い

待 い

全 待 い

記入
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4.2.7  信号機 残 時間表示 横断 始 参考  

回答者 残 時間表示 横断歩 長 横断 能 う 断 い 確認

調査 行 結果 表 4.2.7-1 4.2.7-1 示  

回答者 う 約 40％ 方 信号機 残 時間表示 知 い結果  

知 い 方 比較 80％ 人 参考 結果  

 

表 4.2.7-1 信号機 残 時間表示 横断 始 参考   

 

 

 

 

4.2.7-1 信号機 残 時間表示 横断 始 参考   

  

区 人数 割合

参考 233 46%

参考 い 38 8%

知 い 表示 見 い 207 41%

記入 24 5%

合計 502 100%

参考

46%

参考

い

8%

知 い

表示 見

い

41%

記入

5%

参考

参考 い

知 い 表示 見

い

記入
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4.2.8  横断中 青点滅 場合 横断 や 引 返 あ  

回答者 横断中 青点滅 い 確認 調査 行 結果 表

4.2.6-1 4.2.8-1 示  

回答者 う 約 10％ 方 青点滅 場合 必 引 返 結果  

 

表 4.2.8-1 横断中 青点滅 場合 横断 や 引 返 あ  

 

 

 

 

4.2.8-1 横断中 青点滅 場合 横断 や 引 返 あ  

  

区 人数 割合

必 引 返 44 10%

引 返 あ 99 20%

引 返 206 41%

引 返 全 い 117 23%

記入 36 7%

合計 502 101%

必

引 返

10%

引 返

あ

20%

引 返

41%

引 返

全

い

23%

記入

7%
必 引 返

引 返 あ

引 返

引 返 全

い

記入
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4.2.9  横断中 青点滅 う 気持  

回答者 横断中 歩行者青点滅 場合 心理状態 確認 調査 行

結果 表 4.2.9-1 4.2.9-1 示  

回答者 う 約 80％ 方 歩行者青点滅 少 う

気持 結果  

 

表 4.2.9-1 横断中 青点滅 う 気持  

 

 

 

 

4.2.9-1 横断中 青点滅 う 気持  

  

区 人数 割合

260 52%

少 150 30%

い 55 11%

記入 37 7%

合計 502 100%

52%少

30%

い

11%

記入

7%

少

い

記入
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4.2.10  高齢者や 害者 押 ン箱 白い押 ン箱 知 い  

回答者 歩行者青時間 延長 押 ン箱 認知率 確認 調査

行 結果 表 4.2.10-1 4.2.10-1 示  

回答者 う 約 50％ 方 白い押 ン箱 知 い結果  

 

表 4.2.10-1 高齢者や 害者 押 ン箱 白い押 ン箱 知 い  

 

 

 

 

4.2.10-1 高齢者や 害者 押 ン箱 白い押 ン箱 知 い  

  

区 人数 割合

知 い 217 43%

知 い 264 53%

記入 21 4%

合計 502 100%

知 い

43%
知 い

53%

記入

4%

知 い

知 い

記入



- 63 - 

 

4.2.11  高齢者や 害者 押 ン箱 白い押 ン箱 利用  

回答者 歩行者青時間 延長 押 ン箱 使用率 確認 調査

行 結果 表 4.2.11-1 4.2.11-1 示  

回答者 う 約 60％ 方 白い押 ン箱 利用 結果  

 

表 4.2.11-1 高齢者や 害者 押 ン箱 白い押 ン箱 利用  

 

 

           

 

4.2.11-1 高齢者や 害者 押 ン箱 白い押 ン箱 利用  

  

区 人数 割合

利用 162 64%

利用 い 96 36%

記入 244 0%

合計 502 100%

利用

32%

利用 い

19%

記入

49%

利用

利用 い

記入
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4.2.12  黄色い押 ン箱 利用 い 感 あ 及びそ 理由 

回答者 一般歩行者用 押 ン箱 対 考え 確認 調査 行 結

果 表 4.2.12-1 4.2.12-1 示  

回答者 う 57％ 方 利用 い結果  

黄色い押 ン箱 利用 い理由 複数人 記載 コ ン

示 黄色い押 ン箱 押 場所や統一 場所 設置 気

い 押 い いう意見 多  

設置 い 気 い 押 場所 設置 ン 

押 い 56  

待 時間 長い  

ン 押 い  

黄色い押 ン箱自体 知 い  

信号 変わ い  

青 方向 い  

者 居 押 い  

 

表 4.2.12-1 黄色い押 ン箱 利用 い 感 あ  

 

 

 

 

4.2.12-1 黄色い押 ン箱 利用 い 感 あ  

  

区 人数 割合

あ 137 27%

い 285 57%

記入 80 16%

合計 502 100%

あ

27%

い

57%

記入

16%

あ

い

記入
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4.2.13  外出 ン 携  

調査研究 提案 ン 用い サ 前提 回答者

ン所持率 確認 調査 行 結果 表 4.2.13-1 4.2.13-1

示  

回答者 61％ 方 外出 ン 携 い結果  

 

表 4.2.13-1 外出 ン 携  

 

 

 

 

4.2.13-1 外出 ン 携  

  

区 人数 割合

携 146 29%

携 い 306 61%

記入 50 10%

合計 502 100%

携

29%

携 い

61%

記入

10%

携

携 い

記入
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4.2.14  横断 サ 場合 様 具 良い  

回答者 横断歩 対 横断要求 出 様 具 用い 良い 考え

い 確認 調査 行 結果 表 4.2.14-1  4.2.14-1 示  

回答者 32％ 方 え サ 良い いう結果  

そ コ ン あ  

音響式 信号機 

コ ン 

携 端 携 電 ッ  

 

 

表 4.2.14-1 横断 サ 場合 様 具 良い  

 

 

 

 

 4.2.14-1 横断 サ 場合 様 具 良い  

  

区 人数 割合

ン 80 16%

え 161 32%

ン ン 40 8%

そ 49 10%

記入 172 34%

合計 502 100%

ン

16%

え

32%

ン ン

8%

そ

10%

記入

34%

ン

え

ン ン

そ

記入
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4.2.15  横断 サ サ う 利用 い 思う  

調査研究 提案 サ う サ 需要 高い 確認

調査 行 結果 表 4.2.15-1 示 選択率 回答者数 502 人 う 各

サ 選択 割合 あ  

ン 用い回答者自身 確認や操作 行うサ 青 残 時間

秒数表示 信号機 横 青時間 自動延長 車 歩行者横断中通知 い

者 サ 方 需要 高い  

 

表 4.2.15-1 横断 サ サ う 利用 い 思う 複数回答  

 

  

人数 選択率

ン 灯色状態通知 84 17%

青時間 残 時間 秒数表示 178 35%

ン 押 ン操作 78 16%

青時間 自動延長 241 48%

ン 車接近通知 64 13%

車 歩行者横断中通知 222 44%
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4.2.16  持 い 及び入手  

高齢者等用押 ン 押 時 様 歩行者青時間 延長

所持率 確認 調査 行 結果 表 4.2.16-1 4.2.16-1

示  

視覚 害者 25％ 方 所持 い 結果  

回答者 コ ン あ 入手 示  

 社会福祉法人日 盲人会連合 

 各都 府県 視覚 害者団体 

 各都 府県 福祉事務所 

 製造  

 日常生活用具 扱う店舗 

 

表 4.2.16-1 持 い  

 

 

 

 

4.2.16-1 持 い  

  

区 人数 割合

持 い 43 25%

持 い い 127 75%

記入 0 0%

合計 170 100%

持 い

25%

持 い

い

75%

記入

0%

持 い

持 い い

記入
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4.2.17  使え 横断歩 利用 度 

所持 い 回答者 43 人 使う

横断歩 利用理 度 確認 調査 行 結果 表 4.2.17-1 4.2.17-1

示 所持 い 方 対象横断歩 通行 必 使用

方 日 使用 い方 大 結果  

 

表 4.2.17-1 使え 横断歩 利用 度 

 

 

 

 

4.2.17-1 使え 横断歩 利用 度 

  

区 人数 割合

通 時 必 16 37%

～ 日 2 5%

～ 日 3 7%

日 2 5%

日 満 13 30%

記入 7 16%

合計 43 100%

通 時 必

37%

～ 日

5%
～ 日

7%

日

5%

日 満

30%

記入

16%
通 時 必

～ 日

～ 日

日

日 満

記入
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4.2.18  横断歩 外 使用 及びそ 場所  

所持 い 回答者 43 人 横断歩 外 様 場所

使用 い 確認 調査 行 結果 表 4.2.18-1

4.2.18-1 示  

所持 い 方 60％ 方 横断歩 外 使用 結果

 

回答者 コ ン あ 使用 場所 示 コ ン

方 人居  

 福祉施設や 役所 公共施設 

 や銀行 特定多数 人 集 場所 

  

表 4.2.18-1 横断歩 外 使用  

 

 

 

 

4.2.18-1 横断歩 外 使用  

区 人数 割合

使用 26 60%

使用 い 15 35%

記入 2 5%

合計 43 100%

使用

60%

使用 い

35%

記入

5%

使用

使用 い

記入
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4.2.19  利用 い 感 あ 及びそ 理由  

所持 い 回答者 43 人 横断歩 い

利用 い 感 あ 確認 調査 行 結果

表 4.2.19-1 4.2.19-1 示  

所持 い 方 53％ 方 利用 い 感

あ 結果  

回答者 コ ン あ 利用 い 感 示  

 対応 横断歩 少 い  

 対応 横断歩 い  

 電波 届 距離 短 感知 い時 あ  

 ッ 押 手間 ン 出 方向 向   

わ い  

 周 音 応音 聞 え い 応 い  

  

表 4.2.19-1 利用 い 感 あ  

 

 

 

 

4.2.19-1 利用 い 感 あ  

 

  

区 人数 割合

あ 23 53%

い 17 40%

記入 3 7%

合計 43 100%

あ

53%

い

40%

記入

7%

あ

い

記入
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4.2.20  交差点 横断 便 思う  

回答者 交差点 横断 便 思う 確認 調査 行 複

数コ ン 結果 示  

(1)  信号現示 い  

    歩行者青時間及び歩行者青点滅時間 短い  

多肢交差点 歩い い い  

(2)  視覚 害者用音響 加装置 い  

    視覚 害者用音響 加装置 設置数 少 い  

    視覚 害者用音響 加装置 い 歩行者青時間 い  

    視覚 害者用音響 加装置 夜 運用時間 短い  

    視覚 害者用音響 加装置 置 高 歩 い  

視覚 害者用音響 加装置 音 い  

(3)  信号灯器 い  

信号灯器 色 い  

(4)  路構造 い  

    車 歩 段差 中央 離 段差や排水溝 段差 横転 能性 あ  

    コ ン 設置数 少 い  

(5)  そ  

横断歩 走行 自転車 険 あ  

歩行者や自転車 ぶ そう  

右左折車や車両 信号無視 事故 能性 あ  

ン ン音 い車両 接近 い  

降雪雨時 歩 い  

複数人 横並び 歩い い  

黄色 押 ン 音 聞 い  

押 ン自体 少 い  

信号機 見え 信号 交差点 信号無 交差点 い  

 

4.2.21  歩行者 立場 信号 対 要望  

回答者 歩行者 立場 信号 対 要望 確認 調査 行 複

数コ ン 結果 示  

(1)  信号現示 い  

    交通制約者 横断 自動的 時間 延長 い  

    歩行者青時間 長 い  

    歩行者 優 信号現示 い  

    歩車 離交差点 増設 い  

    車両 交通量 応 信号制御 い  

    歩行者青時間 秒数 知 い  

    音 音声 表示 携 端 信号現示 知 い 灯色や横断方向  
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(2)  視覚 害者用音響 加装置 い  

    視覚 害者用音響 加装置 増設 い  

    視覚 害者用音響 加装置 運用時間 延長 い  

    置 改良 い 真 直 歩 い  

(3)  信号灯器 い  

    信号灯器 見や い 置 設置 い 横断歩 手前や い 置  

    色 見や い信号灯器 い  

(4)  押 ン箱 い  

    押 ン式 あ 明示 い 音声や表示板  

    声や自動 応 押 ン箱 い  

(5)  路構造 い  

    点 ッ 整 い  

(6)  回答者 立場  

    車両 歩行者横断中 あ ン い  

    歩行者 車両接近中 あ ン い  

    使え 横断歩 増や い  

(7)  そ  

    信号無視 無 い  

    ン ン音 い車両 接近 う い  

    サ 機器 集約 い  
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4.3  集計 

4.3.1  害 要望サ  

害 持 交通制約者 う サ 要望 い 害 集計

析 結果 表 4.3.1-1 示 選択率 回答者数 う 各サ 選択

割合 あ  

  害 持 方 特 歩行 自由 方や視覚 害 青時間 自動延長サ

要望 い  

 

表 4.3.1-1 害 要望サ 複数回答  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人数 選択率 人数 選択率 人数 選択率 人数 選択率

ン
灯色状態通知

8 6% 60 34% 1 17% 0 0%

青時間 残 時間
秒数表示

56 45% 32 18% 3 50% 2 29%

ン
押 ン操作

15 12% 47 27% 0 0% 2 29%

青時間
自動延長

58 47% 115 66% 2 33% 2 29%

ン
車接近通知

5 4% 47 27% 0 0% 0 0%

車
歩行者横断中通知

47 38% 92 53% 3 50% 3 43%

肢 害
あ

歩行 自由
回答者数 1「4人

視覚 害
回答者数 1傘5人

聴覚 害
回答者数 6人

そ
回答者数 傘人

区
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4.3.2  害 持 い い方 要望サ  

  害 持 い い交通制約者 う サ 要望 い 集計 析

結果 表 4.3.2-1 示 選択率 回答者数 167 人 う 各サ

選択 割合 あ  

  害者 持 い い交通制約者 青時間 残 時間 秒数表示 や 車 歩行

者横断中通知 要望 い  

 

表 4.3.2-1 害 持 い い方 要望サ 複数回答  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 人数 選択率

ン
灯色状態通知

13 8%

青時間 残 時間
秒数表示

60 36%

ン
押 ン操作

14 8%

青時間
自動延長

48 29%

ン
車接近通知

10 6%

車
歩行者横断中通知

56 34%
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4.3.3  歩行 度 遅い 考え 方 要望サ  

  歩行 度 遅い 考え 交通制約者 う サ 要望 い 集計

析 結果 表 4.3.3-1 示 選択率 回答者数 236 人 う 各サ

選択 割合 あ  

  歩行 度 遅い 考え 方 青時間 自動延長 や 車 歩行者横断中通知

要望 い  

 

表 4.3.3-1 歩行 度 遅い 考え 方 要望サ 複数回答  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 人数 選択率

ン
灯色状態通知

25 11%

青時間 残 時間
秒数表示

72 31%

ン
押 ン操作

31 13%

青時間
自動延長

111 47%

ン
車接近通知

18 8%

車
歩行者横断中通知

97 41%
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4.4  ン 結果  

  提案 サ う 青時間 残 時間 秒数表示 青時間 自動延長 車

歩行者横断中通知 サ 比 要望 高い 提案

サ 比 回答者 人 行動 サ

あ 考え  

  ン 利用 サ 要望 サ 比

ン 所持率 33% サ 具 え

49％ 比 高 ン 普段持 運ぶ い

あ 要望 考え 携 端 交通制約者 対 広

普及 多 サ う 所持率や新 サ 要望

高 い 想定  
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紙  

ン 調査 目 

 

当 ○ 必要事 書 い  

 

質問 あ 自身 い  

齢                   性  

                  歳       男   女 

居 地 

                 都 府県               区町村 

 歩行 あ 自由 あ  

   あ   い 

あ 答え 方 伺い そ 内容  

   肢 い あ 歩行 自由  視覚 害  聴覚 害 

  そ          

 

質問 あ 何日 外出  

～ 日 ～ 日 日 日 満 

 

質問 あ 自身 歩 度 い 遅い方 思い  

思う 思わ い 

 

質問 あ 信号機 あ 横断歩 歩行者用信号 赤 前 渡 い

あ  

あ  あ  い 

 

質問 あ 横断歩 到着 時 歩行者用信号 青表示 場合 横断

次 青信号 待  

必 待  待 多い 待 い 全 待 い 

 

質問  あ 横断歩 到着 時 歩行者用信号 青点滅 い 場合 横断

次 青信号 待  

必 待  待 多い 待 い 全 待 い 

 

質問 あ 信号機 あ い 信号機 横 残 時間表示 横断 始 あ

参考 残 時間表示 次 写真 参考

い  

参考  参考 い 知 い 表示 見 い  
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質問 あ 横断中 信号 青点滅 場合 横断 や 引 返 あ

 

必 引 返  引 返 あ  引 返 い 

引 返 全 い 

 

質問 あ 横断中 歩行者信号 青点滅 う 気持

 

 少  い 

 

質問 あ 青時間 長 設置 い 高齢者や

害者 押 ン箱 白い押 ン箱 知 い  

知 い  知 い 

 

質問 質問 知 い 答え 方 白い

押 ン箱 設置 い 利用  

利用  利用 い 

 

質問 あ 一般 歩行者 設置 渡 い横断歩

青 表示 黄色い押 ン箱 利用 い 感

あ  

あ  い 

 あ 答え 方 理由 教え い  

 

 理由                                        

 

質問 あ 外出 ン 携  

携   携 い 

 

質問 あ 信号機 あ 横断歩 押 ン箱 横断 サ

様 具 使い い  

ン え ン ン  そ          

 

質問 信号機 あ 横断歩 横断 サ 考え い 記 サ
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う 利用 い 思う ○ い (複数回答 ) 

 ン 信号 灯色 状態 教え  

 表示板 歩行者用信号機 横 設置 青時間 秒数 教え  

 ン 押 ン 操作  

 歩行者 検出 自動的 青時間 延長  

 ン 車 接近 い 教え  

 車 対 歩行者 横断中 あ 通知  

 

質問 交差点 横断 便 思う あ 聞 い  

 

 

質問 歩行者 立場 信号機 対 要望 あ 聞 い  

 

 

協力あ う い  

  



- 81 - 

 

紙  

い ン 内容 

 

質問 あ 押 ン箱 わ ン 押 青時間 長

持 い  

 持 い   

持 い い 

 持 い 答え 方 入手 教え い  

入手                                    

 

質問 あ 使え 横断歩 い使用  

通 時 必 

～ 日 

～ 日 

日 

日 満 

 

質問 あ 横断歩 外 使用  

 使用   

使用 い 

 使用 答え 方 う 場所 使用 教え い  

 場所                                     

 

質問 あ 横断歩 利用 い 感 あ  

あ  

い 

 あ 答え 方 理由 教え い  

 理由                                     
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5. テ 実現 課題  

5.1 交通制約者 識 い  

現在 既 歩行 度 遅い交通制約者 信号制御 0.75 m/秒

設計 度 い 県 多い 交通制約者 識 歩行 度 い

調査研究 連携 検討 行う必要 あ  

 

5.2 歩行者青時間 延長方式 い  

延長 歩行者青現示 歩行者青時間及び歩行者青点滅時間 考え

歩行者青時間及び歩行者青点滅時間 延長 歩行者赤時間 残 歩行

者数 減少 歩行者青点滅時間 延長 歩行者青延長時間 比較

場合 短い延長時間 等 効果 得 歩行者青現示延長終了後

横断歩 交通制約者 在 い 想定 歩行者青時間延長 場合

そ 後 歩行者青点滅 表示 そ 時間 無 う

歩行者青時間 延長方式 い 方式 い 効果検証やセンサ 設

置 置や要件定義等 テ 定義 向 検討 行う必要 あ  

 

5.3 携 電 利用 サ 検討 い  

 携 電 利用 サ 実現 テ 検討 い 置

測 精度 問題や通信方式 検討等 術的課題 多い 様 規格 検討

実現 向 術的評価 必要 あ  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩行者用感知器 実  

様書 案  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016  

 

 

一般社団法人 協会 

 



 

 

 

                                    目  次 

                                                                                

1. 適用範  ············································································· 1 

2. 様書 称  ··········································································· 1 

3. 用語 定義  ··········································································· 1 

4. 一般事  ············································································· 1 

5. 設計条件  ············································································· 2 

5.1 一般条件  ........................................................................ 2 

5.2 設置条件  ........................................................................ 2 

6. 構成及び構造  ········································································· 3 

6.1 構成  ............................................................................ 3 

6.1.1 構成品  ...................................................................... 3 

6.1.2 指定 目  .................................................................... 3 

6.1.3 送 信部等 種類  ............................................................ 3 

6.2 構造  ............................................................................ 3 

7. ン  ······································································· 4 

8. 機能及び性能  ········································································· 4 

8.1 歩行者感知  ................................................................ 4 

8.2 白杖 射 感知  .................................................... 6 

8.3 通信機能  ........................................................................ 7 

8.4 感知器一次処理機能  .............................................................. 7 

9. 引用資料  ············································································· 8 

 

 



 

- 1 - 

 

1. 適用範  

様書 横断歩 や横断歩 近 歩行者等 感知 歩行者感知

白杖 射 感知 白杖 射 感知 含

歩行者用感知器( 装置 いう ) 適用  

装置 機器 関係 1.1 示  

 

 

 

 

 

 

 

 

    歩行者感知            白杖感知  

 

1.1 装置 置  

 

2. 様書 称  

様書 称  

歩行者用感知器 実  様書  

 

3. 用語 定義  

様書 用い 主 用語 定義  

(1) 保持時間 

感知信号 割 防 感知信号 延長 時間 いう  

(2) 白杖 

視覚 害者 歩行 用い 白色 杖 いう  

 

4. 一般事  

様書 適用 様書及び規格等  

警察交通 全施設端 装置 共通 様書  

 

 

中央装置等 

信号制御機等 

装置 

交通信号制御機 

又  

歩行者用交通信号灯器 

音響式交通信号 加装置 

装置 

※中央装置 接続 場合  
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5. 設計条件  

5.1 一般条件  

(1) 歩行者感知 横断歩 通行 又 横断待 人 車い 利用者等

感知  

(2) 歩行者感知 センサ部 感知領域 計測 置 設置

但 歩行者や通行車両 び 施設 妨害 い 置  

(3) 白杖 射 感知 センサ部 横断歩 手前 支柱 専用

感知領域 誘 用 ッ 設  

(4) 白杖 射 標準 例  5.1 示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 5.1 射 標準 例 

 

(5) 白杖 射 推奨 射輝度値 表 5.1 示 測定法

 Ｚ 保 用 射 及びテ 準  

 

表 5.1  射 推奨 射輝度値 

観測角 入射角 白[cd/lux/m 2] 

12’ 

5° 250 

30° 150 

40° 110 

20’ 

5° 180 

30° 100 

40° 95 

 

(6) 保 調整 必要 動作状態 確認  

 

 

5.2 設置条件  

センサ部 設置 置 路 路側 及び 地中 い 注時

指定 目  

 外 設置 置 場合 事前 注者 認 得  

(1) 路 設置 

歩 2.5ｍ 車 4.7ｍ 設置  

 

 

 

 

 

 

 

射  

150mm 

20mm 

杖  

700mm 

ッ  
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(2) 路側設置 

路側 柱等 地 高0.5ｍ 置 設置 基  

(3) 地中設置 埋設  

路面 地中 設置 基  

 

6. 構成及び構造  

6.1 構成  

6.1.1 構成品  

装置 制御部 センサ部 構成 基 必要 応 接続箱等

そ 外 構成品 追加  

センサ部 制御部 一体化構成 い  

(1) 制御部 

制御部 センサ部 信号 装置 出力又 装置 通信

う 変換 機器  

(2) センサ部 

センサ部 歩行者 生 物理量 変化 捉え 電気的信号 変換

制御部 そ 信号 え 機器 例 超音波送 器や投 器

等 当  

6.1.2 指定 目  

装置 注時 指定 目  

(1) 共通 指定 目 

 歩行者感知 又 白杖 射 感知 選択 

 入力電源 種類 

 センサ部 数 設置 置 

(2) 歩行者感知 指定 目 

 感知箇所 

 感知領域 

 感知対象 歩行者 度 設定 無  

 歩行者 横断方向 指定 無  

 出力方式 種類 接点信号 信号 指定  

6.1.3 送 信部等 種類  

送 信部 種類  

形端 通信部  

 

6.2 構造  

センサ部 警察交通 全施設端 装置 共通 様書 警察記章 除  
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7. ン  

規 格 適 合 装 置 接 続 能 あ  

形 ン 規格  

形 ン 規格  

但 形 ン 規格 い 歩行者感知信号 い

形回線 接続 場合  

 

8. 機能及び性能  

8.1 歩行者感知  

(1) 横断歩 や横断歩 近 歩行者等 感知 出力  

(2) 感知信号 出力 ン  8.1 あ  

 

 

 

 

 

 8.1 出力 ン  

(3) 保持時間 100～500 秒 あ  

(4) 感知箇所 横断歩 歩 横断待 部 一方

両方  

(5) 各感知箇所 感知領域 大  

 横断歩 感知領域 

横断歩 感知領域  8.2 横断歩 複数 感

知領域 割 能  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8.2 横断歩 感知領域 

 

感知時間 
保持時間 

感知信号 

感知 
非感知 

ｍ  

縦 方 向 長

指定 目 
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 歩 横断待 部 感知領域 

歩 横断待 部 感知領域 表8.1  

 

表 8.1 歩 横断待 部 感知領域 

 感知領域   考 

広域  8.3 通  歩 横断待 部 面状 感知 

狭域  8.4 通  歩 横断待 部 線 通行断面 感知 

 

 

 

 

 

 

 8.3 広域 感知領域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8.4 狭域 感知領域 

 

(6) 感知 能 度 0～10km/h あ 感知対象 度 設定 場

合 そ 指定  

(7) 異常時 感知信号 信号条件 異常 解消

自動的 常動作 復  

(8) 歩行者 度 設定 0.01m/s単 設定 能 設定単 精度

保証 い  

(9) 歩行者 横断方向 指定 場合 指定 方向 歩行 歩行者 感

知  

0.2ｍ  

6.0ｍ  

センサ部 
※ 0～0.5ｍ 定領域  

※ 定領域 

5.5ｍ  

縦方向 長  

指定 目 
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8.2 白杖 射 感知  

(1) 白杖 射 検出 白杖検出信号 出力  

(2) 感知領域 8.5 示 誘 ッ 700mm 高 1000mm 幅

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8.5 感知領域 
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8.3 通信機能  

中央装置並び 端 装置 送 信 能 送 信部等 通信規格

及び ョン規格  

機能 加機能  

(1) 形端 通信部 

形端 通信部規格  

機能 情報交換内容及び通信手 歩行者感知器用 Ｘ  

ッセ 規格 及び 感知器共通 Ｘ ッセ 規格

 

 

 

8.4 感知器一次処理機能  

感知機能 実装 実装 場合感知器一次処理 行う  

入力 感知信号 一次処理 感知情報処理部 感知情報処理部 規

格  
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9. 引用資料  

様書 引用 い 資料 一覧 表 9.1 示 様書 関連

様書及び規格 引用系統 9.1 示  

表 9.1 引用資料一覧 

引 用 資 料 
適用 

区     称 類番号 

仕
様
書 

警察交通安全施設端末

装置 共通仕様書 

警交仕規第 

1001 号 

警察交通安全施設に使用さ 各種の屋

外に設置す 装置仕様のうち、共通事項

について規定 

規
格 

感知情報処理部規格 B4-A02-1*-0 8.4 項  感知器一次処理機能の項目に適

用し、感知器機能の出力信号を一次処理

する感知器一次処理機能につい の規定 

Ｐ１形インタフェー

規格 

B3-A01-1*-0 ７項 インタフェー の項目に適用し、接

点出力につい の規定 

Ｓ９形端末通信部規格 B3-A08-4*-0 8.3 項  通信機能の項目に適用し、Ｓ９

形端末通信部の機能につい 規定 

Ｓ９形インタフェー

規格 

B3-A08-2*-0 ７項 インタフェー の項目に適用し、

ア 出力につい の規定 

ＵＤ形ト ン ポート

規格 

B3-A08-5*-0 8.3 項  通信機能の項目に適用し、中央

装置 の情報交換をＵＤ形伝送 行う場

合の ﾎ 及びﾈ 層の通信規定 

ＵＤ形符号化規格 B3-A08-6*-0 8.3 項  通信機能の項目に適用し、中央

装置 の情報交換をＵＤ形伝送 行う場

合のﾌ ﾚ 層の通信規定 

DATEX-ASN 通信アプ

ケー ョン規格 

B3-A08-7*-0 8.3 項  通信機能の項目に適用し、中央

装置 の情報交換をＵＤ形伝送 行う場

合の ﾌ 層の通信規定 

歩行者感知器 

DATEX-ASN メッセー

規格 

 8.3 項  通信機能の項目に適用し、歩行

者用感知器におい 中央装置 の情報交

換をＵＤ形伝送 行う場合の情報交換内

容につい 規定 

感知器共通 DATEX-ASN

メッセー 規格 

B4-A02-2*-0 8.3 項  通信機能の項目に適用し、歩行

者用感知器におい 中央装置 の情報交

換をＵＤ形伝送 行う場合の情報交換内

容につい 規定 

Ｓ
規
格 

保安用反射 ート及び

テープ 

JIS Z 9117 5.1 項 一般条件 適用し 白杖 貼

た反射 ート 反射輝度値 い 規定 

備考 規格 一般社団法人 Ｍ 協会 規格 あ 分類番号 版番号を表  
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 9.1 仕様書及び規格 引用系統 

 

歩行者用感知器 実験  仕様書 

警察交通安全施設端 装置 共通仕様書 

警察交通安全施設雷サー 規格 

警察交通安全施設静電気規格 

Ｐ１形イン フ ー 規格 

形端 通信部規格 

形イン フ ー 規格 

感知情報処理部規格 

形ト ン ポート規格 

形符号化規格 

DATEX-ASN 通信アプ ケー ョン規格 

歩行者用感知器 DATEX-ASN メッセー 規格 

感知器共通 DATEX-ASN メッセー 規格 
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歩行者用交通信号残 時間表示装置 実験  

仕様書 案  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 ３ 月  

 

 

一 般 社 団 法 人  Ｍ 協 会  

 

 

 

 



- 「 - 

 

目 次  

ペー  

1. 適用範  .................................................................. 1 

「. 仕様書名称 ................................................................ 1 

」. 用語 定義 ................................................................ 1 

4. 一般事項 .................................................................. 1 

5. 設計条件 .................................................................. 1 

5.1 一般条件................................................................ 1 

5.1.1 設置環境条件 ........................................................ 1 

5.1.「 電気的条件 .......................................................... 「 

6. 構成 び構造 ............................................................ 「 

6.1 構成 ................................................................... 「 

6.1.1 構成品一覧 .......................................................... 「 

6.1.「 指定項目 ............................................................ 「 

6.1.」 機能構成 ............................................................ 「 

6.「 構造 ................................................................... 」 

6.「.1 構造 ................................................................ 」 

6.「.「 塗装色 .............................................................. 」 

6.」 表示 ................................................................... 」 

7. インタフ ー  ............................................................ 」 

8. 機能 ...................................................................... 」 

9. 性能 ...................................................................... 」 

10. 引用資料 ................................................................. 4 

 



- 1 - 

 

 

1. 適用範  

仕様書 歩行者用交通信号灯器 接続し 歩行者用信号 青信号 残 時間を案

内表示 歩行者用交通信号残 時間表示装置 以 装置 いう 適用  

装置 歩行者用交通信号灯器 関係を 1.1 示  

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1 装置 置付  

 

2. 仕様書名称 

装置 仕様書名称 以  

歩行者用交通信号残 時間表示装置 実験  仕様書  

 

3. 用語 定義 

仕様書 用い 主 用語 定義 次  

(1) 残 時間 

歩行者用交通信号灯器 青色 灯火開始点 青色 灯火点滅開始点 時間  

 

4. 一般事項 

仕様書 適用さ 仕様書及び規格等 以  

(1) 警察交通安全施設端 装置共通仕様書  

(2) Ｐ 形イン フ ー 規格  

(3) Ｐ10形イン フ ー 規格  

 

5. 設計条件 

5.1 一般条件 

5.1.1 設置環境条件 

(1) 視認性 

対面 歩行者 対し 太陽光や周 光等 外部条件 影響を く

良好 視認性を保  

(2) 残 時間表示 

残 時間表示 輝度 歩行者用灯火 視認を阻害 ハレー ョン等を考慮

 

残 時間表示 大 さ 対面 歩行者 明瞭 確認出来  

 

歩行者用交通信号灯器 

 

装置 
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(3) 青信号点灯時間 

接続 歩行者用信号 青信号時間 毎周期固定 あ を前提  

(4) 接続機器 

歩行者用交通信号灯器及び信号制御機 対し 改造無し 装置を接続 を

前提  

 

5.1.2 電気的条件 

(1) 装置 入力電源 歩行者用交通信号灯器 端子板 電し Ｐ 形イン

フ ー 規格 又 Ｐ10形イン フ ー 規格 接続  

(2) 装置 接続 信号灯器や信号制御機 対し 影響を与え い う十分 保

護を行う  

 

6. 構成 び構造 

6.1 構成 

6.1.1 構成品一覧 

装置 構成品一覧を表6.1 示  

表6.1 構成品一覧表 

区 分 品 目 数 量 備 考 

表示装置 

筺 体 １式  

表示部 １式 表示部 制御部 一体化

し い  制御部 １式 

 

6.1.2 指定項目 

発注時 指定項目 以  

(1) 付形式 

(2) 文字 大 さ 

(3) 残 時間設定機能 種類 

 

6.1.3 機能構成 

装置 機能構成 6.1  

 

 

 

 

 

 

 

 

6.1 機能構成 

歩行者用交通信号灯器 

３Ｐ端子板 

 

Ｇ 

 

歩行者用交通信号残 時間表示装置 

 

制御部 

 

表示部 

調光センサ 
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6.2 構造 

6.2.1 構造 

(1) 形状 要検討  

(2) 文字 大 さ 要検討  

(3) 外形寸法 要検討  

(4) 付形式 要検討  

(5) 装置 扉 金具を設  

 

6.2.2 塗装色 

筐体塗装色 表示 視認を妨 い色 塗装  

 

6.3 表示 

(1) 装置 警察交通安全施設端 装置共通仕様書 警察記章 適用を除く  

(2) 残 時間表示 色度 交通信号灯器 青色信号灯火 色 準  

 

7. イン フ ー  

装置 歩行者用信号灯器 接続 以 規格 適合した接続 可能 あ  

(1) Ｐ 形イン フ ー 規格  

(2) Ｐ10形イン フ ー 規格  

 

8. 機能 

(1) 残 時間 １～ 秒 秒数 表示  

(2) 電源投入後 歩行者青時間 設定さ 残 時間表示 滅灯  

(3) 残 時間表示 青色 灯火開始時点 設定さ た歩行者青時間を表示し １秒刻

カ ント ンし 原則 し 青色 灯火点滅開始時点 滅灯  

(4) 残 時間 秒以 場合 残 時間 秒 表示 秒

 

(5) 今回歩行者青時間 設定さ た歩行者青時間 短い場合 表示秒数 関わ

歩行者青点滅開始点 滅灯  

(6) 今回歩行者青時間 設定さ た歩行者青時間 長い場合 １秒表示を延長し歩

行者青点滅開始点 滅灯  

(7) 調光センサ 条件 自動的 輝度高 又 輝度 調光制御  

(8) 異常時 滅灯 し 常復帰時 自動的 復帰  

(9) 歩行者用信号灯器 調光状態 あ 常 動作  

(10) 歩行者用信号灯器 赤 時 残 時間 表示 行わ い  

 

9. 性能 

(1) カ ント ン秒数 精度 要検討  

(2) 表示輝度 要検討  
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10. 引用資料 

仕様書 引用し い 資料 一覧を表10.1 示 た 仕様書 関連 仕様

書及び規格 引用系統を 10.1 示  

 

表10.1 引用資料一覧 

引 用 資 料 適  用 

区分 名  称 分類番号 

仕
様
書 

警察交通安全施設端末装置 

共通仕様書 

警交仕規 

第1001号 

警察交通安全施設に使用さ

各種の屋外に設置す

装置仕様のうち、共通事項

について規定 

規
格 

Ｐ 形インタフェー 規格 B3-A01-9*-0 交通信号制御機 電気的

インタフェー つい

規定 Ｐ10形インタフェー 規格 B3-A01-A*-0 

備考 規格 一般社団法人 協会 規格 あ 分類番号 版番号を表す  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.1 様書及び規格 引用系統 

 

 

 

歩行者用交通信号残 時間表示装置 実験  様書 

 

警察交通安全施設端 装置 

共通 様書 

 

 

警察交通 

安全施設 

雷サー 規格 

 

警察交通 

安全施設 

静電気規格 

 

Ｐ 形 

インタフェー  

規格 

 

Ｐ10形 

インタフェー  

規格 
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Ｅ路側機 実験  

様書 案  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 月  

 

 

一 般 社 団 法 人  協 会  
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1. 適用範  

様書 マー フォン 通信 おけ 交通情報等 送受信を行う装置 以下

装置 いう 適用す  

装置 機器 関係を 1.1 示す  

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1 装置 位置付け 

 

2. 様書名称 

装置 様書名称 以下 お す  

Ｅ路側機 実験  様書  

 

3. 用語 定義 

様書 用い 主 用語 定義 次 お す  

(1) マー フォン 

Ｅ及びＧＰ 対応した タッチパッ 操作 き 多機能携帯電話をいう  

 

4. 一般事項 

様書 適用さ 様書及び規格等 以下 お す  

(1) 警察交通安全施設端 装置共通 様書  

(2) Ｐ 形インタフェー 規格  

(3) Ｐ 形インタフェー 規格  

(4) Ｐ 形インタフェー 規格  

(5) Ｐ 形インタフェー 規格  

(6) Ｐ10形インタフェー 規格  

(7) 10形インタフェー 規格  

 

5. 設計条件 

5.1 一般条件 

(1) 入力電源 100 す  

(2) 設置条件 つい 要検討 す  
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6. 構成 び構造 

6.1 構成 

6.1.1 構成品 

(1) 装置 送 信部 制御部 ＢＬＥ送 信部 電源部 構成す  

(2) 装置 構成例を図6.1 示す  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.1 機能構成 

 

6.1.2 指定 目 

発注時 指定 目 以下 す  

(1) 交通信号制御機 インタフ ース 種類 

Ｐ 形／Ｐ 形／Ｐ４形／Ｐ９形／Ｐ10形／Ｓ10形  

(2) 歩行 度情報 中 機能 有無 

 

6.2 構造 

6.2.1 構造 

(1) 動作状態を表示灯等 監視 こ  

(2) 外形寸法 要検討 す  

(3) 付形式 要検討 す  

(4) 装置 警察交通安全施設端 装置共通仕様書 警察記章 適用を除く  

(5) 装置 扉 止め金具を設け こ  

 

6.3 表示 

動作状態を表示灯 監視 こ  

点灯条件 表 6.1 通 す  

 

 

 

 

交通信号制御機 

装置 

 

送 信部 

 

制御部 

電源部 

ＢＬＥ 

送 信部 

Ｓ10形インタフ ース 

Ｐ９／Ｐ10形 

インタフ ース 

Ｐ ／Ｐ ／ 

Ｐ４形インタフ ース 
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表 6.1 表示灯点灯条件 

表示灯 点灯条件 

異常 異常を検出した 点灯す  

灯色 灯色信号を入力した 点灯す  

 

7. インタフ ース 

装置 交通信号制御機 接 以下 規格 適合した接 可能 あ こ  

(1) Ｐ 形インタフ ース規格  

(2) Ｐ 形インタフ ース規格  

(3) Ｐ４形インタフ ース規格  

(4) Ｐ９形インタフ ース規格  

(5) Ｐ10形インタフ ース規格  

(6) Ｓ10形インタフ ース規格  

 

8. 機能 

(1) 交通信号制御機 電文 送 信 こ 情報交換内容及び通信手

以下 通 す  

ア 交通信号制御機 灯色信号入力 通信手  

  Ｐ９形インタフ ース規格 ／ Ｐ10形インタフ ース規格  

イ 交通信号制御機 信号情報入力 通信手 及び情報交換内容 

  Ｓ10形インタフ ース規格  

 交通信号制御機へ感知信号を出力す ため 通信手  

Ｐ 形インタフ ース規格 ／ Ｐ 形インタフ ース規格 ／ Ｐ４形イン

タフ ース規格 

 スマートフ ン 情報交換内容 

  要検討 

(2) スマートフ ン 信した 横断要求及び歩行 度情報を交通信号制御機へ送信

し 処理結果をスマートフ ンへ返送す  

(3) 交通信号制御機 信した 信号情報及び交差点名称をスマートフ ンへ送信す

 

 

9. 性能 

 要検討 す  

 

10. 引用資料 

仕様書 引用し い 資料 一覧を表10.1 示す また 仕様書 関連す 仕様

書及び規格 引用系統を図10.1 示す  
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表10.1 引用資料一覧 

引 用 資 料 適  用 

区分 名  称 分類番号 

仕
様
書 

警察交通安全施設端末装置 

共通仕様書 

警交仕規 

第1001号 

警察交通安全施設に使用さ

各種の屋外に設置す

装置仕様のうち、共通事項

について規定 

規
格 

Ｐ 形インタフェー 規格 B3-A01-1*-0 交通信号制御機 電気的

インタフェー につい 規

定 
Ｐ 形インタフェー 規格 B3-A01-2*-0 

Ｐ 形インタフェー 規格 B3-A01-4*-0 

Ｐ 形インタフェー 規格 B3-A01-9*-0 

Ｐ10形インタフェー 規格 B3-A01-A*-0 

10形インタフェー 規格 B3-U-002-*-0 7項  インタフェー 項

目に適用し 端末回線

10形回線 接続条件につ

い 規定 

備考 規格 一般社団法人 協会 規格 あり 分類番号 版番号を表す  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10.1 仕様書及び規格 引用系統 

 

 

Ｂ Ｅ路側機 実験  仕様書 

警察交通安全施設端末装置共通仕様書 

警察交通安全施設雷サー 規格 

Ｐ 形インタフェー 規格 

Ｐ10形インタフェー 規格 

10形インタフェー 規格 

警察交通安全施設静電気規格 

Ｐ 形インタフェー 規格 

Ｐ 形インタフェー 規格 

Ｐ 形インタフェー 規格 
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